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雄 鶏 の蕃 殖 生 理 に 関 す る研 究

紘 生殖隆起並にその附属器官 に対す る

Androgenの 作用に就いて

西 山 久 吉

Studies on the physiology of reproduction 

         in the male fowl 

   V. The influence of androgen on 

      the phallus and accessory 

            organs of it 

       Hisayoshi Nishiyama

緒 論

灘鶏 の生殖隆起(Phallus),即 ちLiebe(1914)の 所 謂GefassreigherKorperと 肇

者 の謂 うLymph・foldと は(西 山,1950),哺 乳 動物の副生殖腺 の如 く,精 液射出 の際,

精 管 内精液 に透明液(西TII,1951,1952,1952)を 添 加す る(西 山,1951,1952).叉 こ

の附属器官は早期 去勢に依 り退化縮 少す る(西 山,1950).

斯 様 な事実 か ら,雄 鶏 の生殖隆起 の附属器官は,生 理作用 の面か ら観 て,哺 乳動物の副

生殖腺 に相 当す るものの様 に考 え られ る.

一方 ,去 勢に よ り退化縮 少 した哺乳動物 の副生殖 腺はAndrogenの投与 に よつて,そ

4重量 を増加 し,そ の喪失 した作用 を も回復 し得 ることが面接叉は間接に認め られてい る.

こ こに於て,閹鶏 の生殖隆起 の附 属器 官がAndrogenの 投 与に対 して如何な る反応 を

示すか とい うことは興味あ る問題 である.

本 論 文は この問題 を明か にす る為 に行 つた.

本 研究は丹下教授 の懇篤 な指導 の下に行はれた.蝕 に謹 んで感謝の意 を表す る.

材 料 及 び実 験 方 法

3Jj10日(1950年)孵化 の牙',:雄6羽を6月5日(生 後87日)に去勢 し,12J121日(生

後286日)注 射予定鶏(X25,X31,X32)の 精 管開孔部 を閉塞す る 目的 を以 て,肛 門 を

開張 し,精 管 乳頭 突起を電 気焼灼器で焼 灼 した.次 いで翌年2月17日(生 後344日)よ り

3月13日 まで25日 間 ・注射予定鶏3羽 に対 してTestosteroneacetateの 油溶製剤(武

田薬 品,Amolisin)を 注 射 した.

本 実験 は生殖 隆起及びその附属器官がAndrogenの 作 用に よつ て重量 を増加 し得 るか

否かを検査 し,出 来得 ればその作用を も回復せ し めて透 明液 を採取せん と企図 した もので
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あ るか ら,Androgenを 投 与す る場合 は鳥類 及び哺乳動物 に於 ける智識 を基礎 と して,li-{

来 得 る限 り最大 の効果を挙げ る様 に計劃 した.

Oestrogenは 雄 に於 ても生産 され,副 生殖腺の筋繊維 組織 の発達を 促 し,Androgenと

Oestrogenの 最 的割合が適当な時にはAndrogenを 単 独に使 用 した時 よ り…一層完 全に

発達せ しめ,叉 その効果 も大 きい と言 はれてい る.著 者 は哺 乳動物 での報告 を基礎 として,

AndrogenとOestrogenの 比 を凡 そ30:1と 推 定 し,OvahormonebenzoateをR訂 時

に注射 した.3乙 投与 ホルモ ンに対す る抵抗性 の獲得 を顧慮 して,注 射 回数 の進む につれ て

注射量を増 加 した.注 射 したホルモ ンの力価,注 射量 及び注射期 間は粥1表 の如 くである.

Table 1. Hormones and the periods of injection.

* 1 mg or 5 mg Amolisin (A .) is a preparation which contained 1 mg or 5 mg 
  testosterone acetate in 0.5 cc of sesame oil respectively. 

 ** 1000 I .U. ovahormon benzoate is an oil solution contained 0.1 mg of oestrone 
  benzoate.

注射 に当 り両 ホ ルモ ンは夫 々別の注射器 を使用 し,1日1回注射 の場合 は午前10時,1日

2回 注射の場合は午前9時 と午後5時 に胸筋 内に注射 した.

注 射鶏 に対す る投与 ホルモ ンの効果を知 る為 に,注 射 開始 日よ り3日 毎 に肉冠,肉 轡の

伸長状熊 を記録 し,叉 性挙動発現状熊 を観察 した.

注 射開始 日よ り,腹 部 マツサ ー-s>法(BurrowsandQuinn,1937)に よ つ て精液即ち

透明液(雄 化閹鶏 の精液は必然的 に透明液であ る)の 採取を試み,3月2日(注 射開始後

14日 目)よ り採取 した透明液 の液最 を測定 し,叉 濾紙法に よつ て水素 イオン濃度 の測定 を

行つた.

注 射開始後22日 目(3月10口)よ り,マツ サージ法 に よつて透 明液 を採 取 した後,更

に精液採取器(SemencollectorbyParker,1939)を 用 いて透 明液 を採取 した・ この場

合第1回 の交 尾を終 り,直 ちに第2回,第3回 の交尾を した場合には,精 液採取器 内の全

透 明液 を採取透 明液量 とした.

注 射 開始後26日 目(3月14日)に 対照閹鶏3羽(X26,X28,X30)と 共 に屠殺 し,生

殖 隆起並 にその附属器官 〔淋 巴褶襞 及 び脈管豊 多体(GefassreicherKorper)〕 の重量 ・
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大 さ ・形態 を比較 し,更 に之等の組織 をホルマ リン叉は プアン氏液にて固定,デ ラフィル

ドヘマ トキシ リン及び エオジン複 染叉は鉄 ヘマ トキシ リン単染を行つて組織鏡 検を した.

実 験 結 果

(1)弟2次 性徴及び性挙動の発現

注射開始当日,X26(対 照鶏)以 外の閹鶏 の肉冠は,何 れ も自く小さく,L×H(長 さ×

高さ)は10cmZ以 下であつた.注 射鶏の肉冠は注射開始後急速に伸長 し,4～5日 目よ

り赤色となり,屠 殺時にはjE常雄鶏の肉冠に略々匹敵する大さ ・形態のものとなつた.肉

鷺 も肉冠の伸長に伴つて発達し,頭 部形態は閹鶏 タイプから雄鶏 タイプに変化した.注 射

期間の前半に於ては各鶏 の鶏冠伸長 状態は急速で略々齊…であつたが,後 半には投与 ホル

モンに対する注射鶏の反応に個体的差異が現はれ始め,屠 殺時には鶏冠の大さに相当の差

異が認められた(第1図).即 ち,X25の 鶏冠は後半にも引続き相当伸長 したが,X31に

 Days after first injection 

----- injected bird, ........ control. 

Fig. 1. Graphs showing the comb growth in injected birds.
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於ては2.Omg注 射の後半には殆 ど鶏冠の伸長は停 り,5mg注 射に よ り再び僅かに伸長

した.X30は その中間 の反応を示した.

対照鶏2羽(X28,X30)は 実験期間中全 く鶏冠の伸長が認められなかつた.唯 他の1

羽(X26)は 第1回 測定の時,鶏 冠は既に12.4cm2の 大 さで,充 実 していないが赤色の

外観をもち,実 験期間中も僅かなが ら鶏冠の伸長が認められた.屠 殺剖検の結果,こ の対

照鶏に直径4mm,長 さ5.3mm,重 さ31mgの 小さな再生睾丸を発見した.こ の睾丸

は右側副腎の後方に位置 し,腎 臓組織に半ば埋れて存在していた.累 丸組織の外表は厚い

結締組織に覆はれ,内 部 も間質細胞を含む結締組織によつて大小の団塊に区劃され,主 と

して未熟な精索及び精管 よりなり,精 子を含まず 胚の未分化精巣に類似 していた(図 版

Fig.6).

Androgenの 注射過程に 於て,注 射鶏は雄鶏の凡ゆる性挙動を現はした.即 ち,背L

で両翼を叩いて関をつげ(注 射開始後13～16日 目より),他 の雄鶏 と闘争し,距 を使い,

雌を呼び,更 に雌 と交尾する様になつた(注 射開始後17日 目初めて 雄叉は雌と同居せし

めて観察 したが,X25・X31は 既に之等の全挙動を示 し,X32は 交尾,雌 を呼ぶ動作は

注射後19日 目に初めて現はれた).之 等の性挙動は鶏冠の伸長の早いものほ ど早 く,叉 強

く現はれた.発 現した性挙動は正常雄鶏に比べ強力であ り,特 に交尾欲は甚だ旺盛で,注

射開始後20日 目以後には,各 注射鶏は5分 間に3～5回 連続交尾 した.

腹部マツ サージによる反応は尾翼を下げる動作と生殖隆起の勃起現象 とに分けることが

出来る.こ の中尾翼を下げる動作はX25,X31に 於て,注 射開始後5日 目に殆 ど完全な

反応 として現はれ,X32に 於ては5日 目に僅かに反応 し,9日 目以後は完全な反応を示

す様になつた.

雄鶏の生殖隆起は肛門開 口の内側に位置を占めている為,勃 起現象は肛門が開いて生殖

隆起が露出 した時初めて実際に観察 し得る.X25,X31,X32に 於て,肛 門は夫々5,12,

8日 目より僅かに開き始め,夫 々10,12及 び10日 目より比較的大 きく開く様になつた.

勃起した生殖隆起の1部,即 ち,生 殖突起及び八字状褶襞 の1部 は10日 臼,14日 「1及

び11日 目にX25,X31,X32に 於て初めて観察され,共 後肛門が次第に大 きく開 く様に

な り,叉 勃起の程度も増大するに伴つて,次 第に露出する部分が増力ilした.X31,X32で

は夫々19日 目及び21日 目以後に全生殖隆起が観察され,特 にX32に 於ては,19日 口 ・

22日 目及び24日 目の3回,肛 門がマツサーヂ により大きく開いた為 膨人した淋巴褶襞

をも観察し得た.X25で は肛門が充分開かず・生殖隆起の全部を観察 し得なかつたので,

マツサージ後肛門両側の圧迫を続けたまま肛門 ヒ壁をピンセ'ソトで挙 ヒし,八 字状噛嚢の

状熊を観察 した.

Fig. 2. The form of 
  erected phallus of 
  injected bird.

勃 起 した生殖隆起の形態 は第2図 の如 く,何 れ もll三常 雄鶏の

勃起程度の少い個体 の ものに類似 していた(酉Ilr,1950参 照).

た だ 生殖突起は大 き く(直 径3～3.5mm),八 字状 剛髪 は比 較

的小 さかつた(3×4.5mm～2×3.2mm).

勃 起 した生殖 隆起は急 速に萎縮 す ることな く,肛 門 開llの 閉

鎖に よつて,稍々 萎縮 した生殖隆起が排泄 腔内にかえつた.

(2)透 明 液の排 出

X25,X31,X32に 於 て,注 射後7日 目,12日 目及び11日



439

月より僅 少量 の透明液が排出 され る様 にな り,其 後 毎 日排 出 されたが,14日 目 まではマ ツ

サ ージ毎 に排 出量 の多少が認 め られ るだけ で排 出量増加の傾向は認め られなかつた.15日

目以後 は第3図 の如 く,透 明液採取量 は増加 の傾向 を示 し,最 大量0.18cc(X25),0.086

cc(X3ユ)及 び0.06cc(X32)と な つたが,22日 目以後精液採取器 に よつ て 透明液を採

取 す る様 になつた後 には次第 に減 少 した.

Fig. 3. Collected transparent fluid from each injected bird.

前述の如 く,注 射開始後17日 目に正常な交尾動作が観察され,精 液採取器による自然交

尾状態に於ける透明液採取の可能性が予想され るに至つたので,直 ちに準備に着手 し,22

日目より精液採取器による透明液の採取を試みた.

精液採取器の装着により,交 尾動作は相当阻害され,交 尾意欲の減退も明かに認められ

た.従 つて,精 液採取器による透明液の採取は旺盛なる性欲に比べ,採 取回数及び採取量
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の減少が考えられるが,尚 第2表,第3図 の如 く,相 当多量の透明液を採取 し得た.精 液

採取器によつて採取 された透明液は糞尿の混入な く,マ ツサーヂ法によつて得 られた もの

に比べ清潔であつた.

Table2.Transparentfluidcollectedwlthsemencollector,

*parenthesizedno
.isuncompletedcopulation.

採取した透明液のpH価 の平均は,マ ツサー一一ヂ法に依つて得 られた23例 では95%の 信

頼限界で&1～7.5で あ り,精 液採取器によつて得 られた10例 では99%の 信頼限界で8.0

～7.7で あつた.

(3)生 殖隆起及びその附属器官の発達

対照閹鶏(X26,X28,X30)の 生殖隆起(生 殖突起及び八字状褶襞)並 に淋巴褶襞は

何れも痕跡 として認められ,双 眼顕微鏡によつて精査する時,初 めて各部組織の境界を不

明瞭ながら識別し得 るにすぎなかつた.X30の 之等 の器宮は特に退化 し,右 側八字状褶襞

と淋巴褶襞 との境界を識別 し得なかつた.之 に反 して,注 射鶏の生殖隆起及び淋巴褶襞は

大いに隆起 し,境 界は鮮明で,完 全に雄鶏の大さに回復 していた.特 に生殖突起は正常雄

鶏のものの大なるものに匹敵していた(第4図).組 織学的検査によつても,注 射鶏の生

殖隆起及び淋巴褶襞 は正常雄鶏の組織 と同様であり,対 照閹鶏 の組織 とは異つた点が観ら

れた.注射鶏 の生殖隆起に於ける重層扁平上皮の乳頭突起は対照鶏に比べて多 く,粘 膜下

織も厚 く,こ の中に多 くの淋巴空洞をもち叉血管もよく発達 していた(附 図Fig.1,2).

淋巴褶襞 に於ける差異は円柱状上皮層に観 られ る.即 ち,注 射鶏の円柱状.L皮 層にはllE常

雄鶏に於ける如 く,多 数の顕微鏡的褶襞 があり,細 胞内には多 くの分泌顆粒 が存在 してい

たが,対 照間鶏に於ては,こ の微細なる褶襞 ・分泌顆粒 の何れも少なか つた(附 図Fig.

3,4).

注射鶏に於ては脈管豊多体(GefassreicherKorper)も 正常雄鶏のものの重量 ・大さ

に回復 し(第3表),色 は雄鶏のものより一層赤 く,濃 赤色を呈 していた.組 織学的検査

によれば髄索は雄鶏のものより一層 よく発達 し,組 織内の毛細血管の数も多 く,一…方繊維

柱は少くなつていた(附 図Fig.5).即 ち,正 常雄鶏の脈管豊多体は低倍率の観察で,そ

の何れの視野にも相当の繊維柱が観察 され るが,注 射鶏の脈管豊多体には殆 ど大なる繊維

柱はな く,髄 索よりなつていた.脈 管豊多体を囲む淋巴生成洞(Lymphbildungsraum)

の結締組織も注射鶏に於てよく発達 し,白 色を呈 していた.

対照閹鶏 に於ては,淋 巴生成洞の結締組織は半透明な白色であり,脈 管豊多体は淡桃色
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を呈し,肛 門括約筋 ヒにある時には,そ の存在を識別することが出来なかつた.第1報(

西Ill,1950)に 於て,殆 ど大部分の閹鶏 でその存在を肉眼的に認め得なかつたのは,こ の

理由によるもの と推察される.本 実験に於ては,先 ず内陰部動脈を求め,こ の血管を肛門

括約筋 より剥離 して行つた.斯 様な方法によつて,そ の血管の先端に嚢状をなす淋巴生成

洞の結締組織 と共に脈管豊多体を求めることが出来た.注 射鶏 と比較する為に,対 照鶏 中

X26,X28の 右側脈管豊多体 と周囲の淋巴生成洞の結締組織 と分離したが,閹鶏 の両組

織の境界は甚だ不明瞭である為 この脈管豊多体の重量は正確 とは言い得ない.X30は 分

離が一層困難 と思はれたので分離 しなかつた.対 照閹鶏 の左側脈管豊多体の重量は何れ も

両組織を分離 しないままの合計重量である.注 射鶏及び対照鶏の左側脈管豊多体につきt

検定を行へばt=5.31で 非常に有意の差があることが解る.こ の対照鶏の脈管豊多体の重

量には淋巴生成洞の結締組織の重量を含むので,そ の有意の差は茜だ大きいと言い得 る.

第1報(-西 山,1950)に 於て報告 した正常雄鶏の脈管豊多体 と注射鶏の脈管豊多体の重量

とを比較すれば,そ の算術平均は後者の方が多いが,t検 定の結果はt;O.703で 両者の

間に有意の差があるとは認められなかつた.

Fig. 4. Effects of androgen-injection on the forms of phallus and 
 lymph-fold. Left ; Injected birds, Right ; Control. 

      W=whitejrudimentary copulatory organ 
      Rroundfold           rouoldJJ 

L = lymph-fold



442

第5図 は注射鶏並に対照鶏の左側脈管豊多体で,何 れも2日 間ホルマリン固定 したもの

の写真である.こ の固定により,注 射鶏の脈管豊多体は稚1 色々 が槌せ褐色に変 り,対 照鶏

のものは半透明の淋巴生成洞の結締組織は白色 となつていた.

 Table 3. The weight of Gefdssreichem KOrper (mg).

*includes the tissue of Lymphbildungsraum .

Fig 5. Left Gefassreicher KOssreicher of injected birds (upper 
column; X 25, X 31, X 32 from left to right) and left 
Gefassreicher KSrper of control birds which are cover-

      ed with the connective tissue of Lymphbildungsraum 
(lower column; X 26, X 28, X 30 from left to right). All 
specimens are fixed with formalin.

(4)精 管及び精管内含有液

対照鶏の精管は著 しく退化 し,肉 眼を以て追跡することに困難を感 じた.之 に反して,

注射鶏の精管は正常雄鶏のものには及ばないが畢 と体部 より排泄腔までよく発達し・淡黄

色の外観を呈し,精 管内に液体が貯えられているのが認められた.精 管内に貯溜していた

液は乳白色を呈し,0.01～0.048ccでP且 価は濾紙法で6.4～6.6で あつた.こ の液の固

形体の主要なものは梢大型の円形細胞及びその変形したもので,精 管 と皮細胞の剥脱 した

ものと考えられる.

精管の開 口部をなす乳頭突起は認められず,排 泄腔面 より精管膨大部の存在する部分が

僅か乍ら隆起して認められた.精 管についても排泄腔開口部の閉塞が完全であることを確

めた.
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論 議

哺 乳動物 に対 するAndrogenの 効 果,即 ち,弟2次 性徴,性 挙動,陰 茎,副 生殖腺 に

対す るAndrogen投 与 の影響 を閹鶏 にAndrogenを 与 えた場合の第2次 性微,性 挙動,

生殖 隆起 及び その附属器 官に対す る反応 と比較検討すれば次 の如 くであ る.

(1)第2次 性徴 に対す る反応 哺乳動物に於け る第2次 性徴 もAndrogenの 作 用

に よ り発現す ることが知 られ てい るが(ZackermanandParkes,1936,1938;Hamilton,

1937;McCullagh,1939,),鶏 の第2次 性徴は哺乳動物に比 べ甚 だ顕著 であ り,鶏 冠に対

す る反応はAndrogenの 力 価 を生物学的に測定 す る方法 として用 い られ てい る.本 実験

に於て,鶏 冠の伸長 状熊 を測定 したのは各実験鶏 に対 して投与 ホルモ ンが如何様に作用 し

てい るか を知 らんが為 であつた.投 与 ホルモ ンの効 果が個体 によ り異 るこ とは既に認め ら

れた ところであ るが(LaqueurandDeJongh,1929;Mooreeta1.,1929.),本 実 験 の

結 果 よ り観 る時,こ の個体 的変 異はその効果が或程度に達 した時(本 実験に於てL×H=

40cm2)特 に 大 き く現はれ るもの と推察 され る.

(2)性 挙 動 に対 す る反応.Androgenは 去 勢 した哺季し動物に対 して交尾動作 を発現

せ しめ る(Shapiro,1937;MooreandPrice,1938).・ 方 鶏 に於て も,Androgenの 投

与 に より雄雛,閹鶏 は種 々の性挙動 を現 は し(Hamilton,1938;Breneman,1938,1939),

X雌 鶏 に於 て も鶏 鳴を含む雄鶏 の性挙動 を現は す ことが 知 られ て い る(Hamiltonand

Golden,1938).

本実験 の注射閹鶏 は注射過程 に於 て,凡 ゆ る雄鶏 の性挙動 を現 は した.注 射鶏 の鶏冠 の

大 さは屠 殺時に於て も正常雄 鶏の鶏冠 に略 々匹敵す る程度 であつたが,こ の性挙動は,既

に記載 した如 く,正 常雄鶏 よ り強 く,特 に交尾欲は甚 だ強 烈であつた.斯 くして鶏 冠 の大

さを基準 として考 える とき,Androgenは 性 挙動,特 に交尾欲に対 して強 く作用す るもの'

と考え られ る.NobleandZitrin(1942)に 依 れ ば,雄 雛 にAndrogenを 投 与 した場合

の性徴 の発現 は同時 に現はれ るものでな く,鶏 鳴,闘 争,交 尾の順に現 はれ るといはれ る

が,本実験 の如 く閹鶏 にAndrogenを 注 射 した場合 も之に准ず るものの様 である.

(3)陰 茎 及び生殖 隆起に対す る反応・ 哺乳動物 の陰茎は もつぱ らAndrogenの 作

用 を受け,去 勢動物 の陰茎は この ホルモ ンに よつて発達=若 しくは回復 し(TschoPP,1935;

Korenchevskyetal.,1932,1935,1937.),Oestrogenの 作 用は受け な い とい は れ る

(WigodskyandGreene,1940;Korenchevskyetal.,1936,1937.).一 一方鶏 の生殖 隆起

も早期 去勢 に よる発達停.【』 去勢 に よる退化並 に雄化雌鶏 の発達 に よつ て(増 井等,1925;

増 井,1935),Androgenの 影響 を受けてい ることが推察 され ていたが,本 実 験の結 果に

よつ て,生 殖隆起は明かにAndrogenの 作 用を受け,早 期去勢に よ り退化 した生殖 隆起

は正常雄鶏 の大 さ まで 回復す るこ とが確め られた.発 達 した生殖 隆起の形態 よ り観れ ば,

Androgenは 生 殖突起 の発達 に強 く作用す るのではないか と思 はれ る.Androgenに ょ

る生殖隆起 の回復は,去 勢 に より退化 した哺乳動物の陰茎組織 がAndrogenに よ り正常

状態 にかえ る如 く(WaimmanandShipounoff,1941),正 常 雄鶏 の組織 に回復す る.叉

その生理 作用であ る生殖 隆起 の勃起現象 も実験 中反復観察 された.斯 くして,生 殖隆起の

Androgenに 対 する反応は哺乳動物 の陰茎 に対 す る反応 と同様 であ る といい得 る.
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(4)淋 巴褶襞 及び脈管豊多体に対す る反応.去 勢 に よ り退化縮少 した哺 乳動物 の副

生殖 腺はAndrogenに よつて,そ の重 取を増 加叉は 回復す るが(DeaneslyandParkes,

1936;Korenchevskyetal.,1932,1936,1937,1939;Tschopp,1935;Zuckerman

andParkes,1938),閹鶏 の淋 巴褶襞 及び脈管豊 多体 も著 しく退化 した状 態 よ り正常 雄鶏

の大 さ ・重量 まで回復す ることが明か となつた.組 織学的反応 に於 ても,去 勢 した哺乳動

物の副生殖 腺はAndrogenの 作 用 によつ て,腺 組織は発達 し(Freud,1933;Callowand

Deanesly,1935;Moore,1939)細 胞 中に含 まれ る分泌顆粒 は再現 し正常雄動物 の如 く回

復 する と言 はれ るが(MooreandPrice,1938),本 実 験の注射閹鶏 に於 て も,閹鶏 に比

べ淋 巴褶襞 に於 ける微 少なる褶襞 の増加,褶襞 細胞 内の分泌顆粒 の増 加があ り,叉 脈管豊

多体 に於 ては腺組織 と考 え られ る髄 索がlE常 雄鶏以Eに 発達 していた.

哺 乳動物 の副生殖 腺に対 す るAndrogenの 作 用は1乳述の如 く,腺 組織 を活動 的な らし

め るのであ るが,Oestrogenは 繊 維組織 に作 用 してその発達 を促 し(Freud,1933;Da-

vid,FreudandDeJongh,1934;OverholserandNelson,1935),両 ホ ルモ ンの投与

の割合が適当であつた時,そ の完全な発達をな し得 るといはれ る(OverholserandNel-

son,1935;Korenchevskyetal.,1932,1935,1936,1937;TschoPP,1936).こ の理 論

を以て本実 験の注射鶏の脈 管豊 多体 を考 察す る時,こ の器 官に対 しては投与 ホルモ ンの割

合はOestrogenが 梢 々少 きに過ぎた ものの様 であ る.

哺 乳動物 ではAndrogenに よつて回復 した副生殖腺 よ り,そ の分泌液が排 出 され るこ

とも知 られてい る(MooreandGallagher,1930;Shapiro,1937;MooreandPrice,

1938).本 実 験 の注射閹鶏 に於て も,注 射期間 の前半 よ り毎 日透明液 を採取 し得た.之 等

実験鶏 の精管 末端 部は確実 に閉塞 され ていたか ら,排 出 され た透 明液 は明かに生殖 隆起 の

附属器官 のみ より分泌 された ものであ り,そ の生理作用 をも発現 し得た ことを示 してい る.

斯 くして,哺 乳動物 の副生殖II泉と本実験 に於 て問題 に している生殖隆 起の附 属器官 とは

形態,組 織,生 理 の凡 ての面に於 てAndrogenに 対 して同様 の反応 を示す ど言い 得 る.

生 殖隆起 の勃起状態並に透明液排出量 よ り考察 して,注 射閹鶏 の脈 管豊 多体に於け る淋

巴性 の液の生成量 は正常雄鶏 に劣 ると観 られ るが,屠 殺前 の排 出量 は幾 らか正常雄鶏 に近

附 いた もの と思はれ る.

採 取 された透明液 のpH価 は既に報告 した もの(西 山,1952)よ りも棺 々高 く,日.-r)

そ の変異が 少い のは,本 実験に於 て採取 された透明液に全 く精管 内分泌液 を含 まない為 で

ある と推定 され る.こ の ことは特に精液採取器に よつて得 られた清潔歳透明液 に於 て明か

に認 め られ る.

(5)精 管 に対す る反応.精 管 も亦哺 乳動物 に於 て,重 量 的に も組織 的に もAndro-

genに よ つて増加叉は 回復す ることが知 られて居 り(Vatna,1930;M、ooreandGalla9-

her,1930;Moore,1932),一 一方鶏 に於 て も同様 の回復が認め られ ている(Callowand

Parkes,1935).本 実 験 の注射閹鶏 に於て も精管は対照鶏 に比べ て著 し い発達 を とげ て い

たが,正 常雄鶏 の精管 には劣つ ていた.之 はCallowandParkes(1935)が 推 論 してい

る様 に睾 丸生産物 の貯 溜がない為 と考 え られ る.

注 射閹鶏 の精管 末端 は閉鎖 され ていたのであるか ら,こ の実験鶏の精管内に貯溜 してい
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た液は精管 ・羅,E体 の同復 と共にそれ等より分泌された液である.こ の液が酸性を示すこ

とは透明液のpH価 がアルカリ性を示すのと合せて興味あるところである.

以上述べ来つたところより明かなる如 く,鶏 の第2次 性徴 ・性挙動 ・精管 ・生殖隆起の

Androgenに 対する反応が夫 を哺乳動物の第2次 性微 ・性挙動 ・精管及び陰茎 と同様の反

応を呈するばか りでなく,本 実験に於て問題 としている生殖隆起の附属器官も哺乳動物の

副生殖腺 と同 一・の反応を示す ことが明か となつた.斯 くして,生 殖隆起の附属器官と哺乳

動物の副生殖腺 とは相似器官であると言い得るであろう.

各実験鶏の鶏冠の大 さと性挙動発現の時期及び強 さ,生 殖隆起及びその附属器官の発達

の程度等を比較検討するとき,鶏 冠の伸長 によつて示されるAndrogenの 効果は,各 実

験鶏がAndrogenに よつて惹起 される種々の影響に対する効果の程度を示すものである

とい うことが推察 される.従 つて,各 実験鶏の生殖隆起並にその附属器官も亦夫々の実験

鶏の鶏冠伸長に相応 して発達 してきたものと考えられる.然 し乍ら,鶏 冠の大 さを基準と

して考える時,性 挙動の発現の強さ,生 殖隆起並にその附属器官の発達の程度或は透明液

排出量の如き各効果の問には差異あることも同様に認められ る.

対照鶏X26の みは再生睾丸の為,鶏 冠 ・生殖隆起等について他の2羽 よ り幾 らかの発

達が観 られたが,術 その発達は微 々たるものであ り,生 殖隆起等の回復をなさしむるには

相当多量のホルモンを要するものと考えられる.術 この再生睾丸は鶏冠発達開始の時期,

再生の位置 ・状態並にその組織状況より考察して,HookerandCunningham(1938)

の報告 した様な完全去勢後に発生 した再生睾丸 であると思はれる.

結 論

(1♪ 退化縮少した閹鶏 の生殖隆起の附属器官はAndrogen・Oestrogenの 同時注射

により,そ のπ量を回復 し,腺 組織は発遠 し,亦 その生理作用の発現の結果 として透明液

を排1ilした.従 つて生殖隆起の附属器官に対するAndrogenの 作用は哺乳動物の副生殖

腺に対する作用 と同様である.

(2)鶏 の第2次 性徴 ・性挙動 ・生殖隆起並に精管はAndrogenの 投与によつて形態

的 ・組織的並に機能的に回復 した.

(3)生 殖隆起の附属器官 と哺乳動物の副生殖腺とは互に相似器官で あると考えられる.
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 R e sum  e 

   From the results reported by previous papers of this series, it seems that the 

accessory organs of phallus (rudimentary copulatory organ) of the cock corres-

pond to the accessory reproductive glands of the mammal in respect of the 

physiological functions of them. 

   In order to investigate the response of the androgen to the accessory organs 

of phallus, daily dose of 0.5-5 mg. of testosterone acetate (total dosage, 

52.5 mg.) was injected for 25 days with oestrone benzoate, the amount of this 

being about one thirtieth of testosterone acetate, into three adult capons. 

   The degenerated accessory organs of phallus in these capons increased in 

their weight or size to those in normal cocks. These organs became functional 

as glands, and the transparent fluid was secreted by them and was able to be 

collected from these capons, by means of the abdominal massage as well as 

with semen collector. 

Thus, the influence of androgen on the accessory .organs of phallus in the 

fowl is quite similar to that of androgen on the accessory reproductive glands 

in the mammal. So, the writer believes that the accessory organs of phallus 

in fowls and the accessory reproductive glands in mammals are analogous 

organs. 

   In this experiment, it was also recognized that the secondary sex charac-

ter, sexual behavior, phallus and vas deferens of the capon restored to the 

state of normal cocks by androgen administration. 

                Laboratory of Zootechny, Faculty of Agriculture, Kyushu University

             Explanation of Plate 14 

Figs. 1—,5. showing the effect of androgen on the accessory organs of 

      phallus and phallus itself. 
Fig. 1. Phallus of the injected bird (X 31). Condition normal. X 140. 
Fig. 2. Phallus of the control bird. (X 30). X 140. 

Fig. 3. "Lymph-fold" of the injected bird (X 25). Note the secretory 

granules in the epithelium. X 590. 
Fig. 4. " Lymph-fold " of the control bird (X 30). X 590. 

Fig. 5. " Gefassreicher Korper " of the injected bird (X 32), showing the 

highly proliferated lymphoid tissue. 
Fig. 6. Regenerated testis of the bird X 26, which is mainly composed 

of immature and sterile sex cords and tubules. Spermatozoa 

are absent. X 57.
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